
 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

１） 日本頭痛学会代表理事 竹島多賀夫先生よりご寄稿 

２） 「頭痛の日」の公知について 

３） 頭痛研究トピックス～広報委員より最新の論文をご紹介 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

１） 日本頭痛学会代表理事 竹島多賀夫先生よりご寄稿 

                                                 

 

 

2025年，年頭のご挨拶を申し上げます． 

日本頭痛学会（JHS）の会員数は 3406名，専門医数は 1044名（2024年 11月現在）を数えるまでに発

展してきました．多くの若い会員，代議員，理事の先生方の頭痛医療，頭痛研究に対する情熱，エネルギーを推

進力として，また，これまで JHSを支え発展させてこられた諸先輩方のお知恵とご指導をいただき，頭痛学会

を益々発展させていきたいと思います． 

わが国の頭痛医療は 2021年の CGRP関連抗体薬の承認により大きく様変わりしました．さらに経口

CGRP拮抗薬やニューロモデュレーションデバイスの開発も進んでおり，さらなる発展が期待されています．

JHSが飛躍すべきこの時期に代表理事を務めさせていただくことに感謝し，また，その責任に身が引き締まる

思いをあらたにしています．頭痛学会の発展のための三本柱として，branding，globalization，diversity

を立て，推進させていただいているところです． 

昨年も多くのイベントが企画，実施されました．韓国頭痛学会（KHS）との連携を強化しており，2024年 12

月のKHS総会に日本から，柴田護先生，滝沢翼先生，竹島が参加し，韓国のChu教授とともに合同シンポジウ

ムを開催することができました．また，同月，永田栄一郎会長による日本頭痛学会総会（横浜）でも Chu教授は

じめ複数の方に韓国から来日いただき，日韓合同シンポジウムを開催することができました．この他にも

ARCH/JHS Joint Symposiumはじめ複数の英語セッションが企画され海外からの演者に貴重なご講演を

いただくことができました．関連企業の研究会でも多くの海外の著名な頭痛研究者に講演いただき，ディスカ

ッションをすることができ国際化が推進されていると喜んでいます．国際関係対応委員会（團野大介委員長）で

も国際化のさらなる展開を準備しています．GPACH（Global Patient Advocacy Coalition for 

Headache）の活動にも積極的に参画し，まずは日韓の JPACと KPACの合同企画を検討中です．また，
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JHSの教育プログラムである HMSJにアジア地域からも参加できるような方法を模索しています． 

多様性（diversity）の推進では女性の積極的参画のみならず，地域やキャリアパス，診療科を含め多様なバ

ックグラウンドをもつ会員に多くの学会活動に参画いただいきたいと考えています．女性役員，委員を増やし，

総会はじめ JHSの企画で多くの女性の登壇を期待しています．まずは，現状の調査と他の学会等のとの比較

を総務委員会（浅野賀雄委員長），ダイバーシティー推進小委員会を中心に検討しています． 

頭痛専門医を目指す方がどのようにすれば頭痛専門医を取得できるのかを様々な経歴，専門性をもった方

にわかりやすくご案内する目的で「頭痛専門医への道」のページを作成しました．産婦人科編に続き，麻酔科（ペ

インクリニック）編が公開されています．順次，様々な診療科にフォーカスしたページが作成される予定です． 

頭痛専門医受験希望者の学習を補助する目的で 2015年に問題集・解説集を刊行しました．その後の頭痛

医学の進歩に伴い出題内容も updateされてきていますので，今年の夏前を目処に「頭痛専門医問題集・解説

集第２版」の出版を準備しています．辰元宗人専門医委員長と委員会のメンバーの尽力によりすばらしい第 2

版となっていますので，すでに専門医になっておられる先生も含め，多くの方に手にとっていただきたいです． 

頭痛専門医や，頭痛診療に関する疑問等を気楽にお尋ねいただく窓口として，昨年，あり方委員会の中に「頭

痛学会リエゾン」を設置しました．施設見学，外来見学などさまざまなお問い合わせに対し，適切な施設，会員に

繋いでいただており，成果をあげています．ご相談案件がふえてくればメンバーも増やして参ります．また，新

たに頭痛診療に取り組む若手の会員にむけて経験の共有や解決すべき課題を議論する場として，総会プログ

ラムに若手頭痛診療医を中心としたシンポジウムが，加納裕也先生中心に取り組まれており期待をしています． 

頭痛研究の推進のために設置した頭痛研究推進小委員会（永田栄一郎委員長）では，会員の頭痛関連研究費

獲得，頭痛研究推進を支援していただく体制をとっています． 一昨年に引き続き，2024年にも頭痛関連の

研究費応募の情報を会員に周知することで研究費獲得ができました．また，頭痛学会として基礎研究に対する

助成を開始しました．昨年は臨床研究の応募が主で，基礎研究の応募がなかったのが少し寂しいのですが，引

き続き会員による頭痛基礎研究を支援していきます． 

多くの会員が頭痛学会の様々な活動に参加いただき，頭痛医療の発展のために貢献いただければありがた

いです．新たなアイデアをお持ちの会員は，是非，アプローチしやすい代議員にご相談ください． 

2025年が頭痛学会のさらなる発展の年となるよう，理事会メンバー，各委員会の委員とともに力を結集し

て，いろいろな企画にトライしていきたいと思いますので何卒よろしくお願いします． 

2025年 1月吉日   

代表理事 竹島多賀夫   



 

２）「頭痛の日」の公知活動について 

日本頭痛学会と日本頭痛協会では，２月２２日を「頭痛の日」として制定し，頭痛性疾患の啓発のため毎年さ

まざまな活動を行っています．本学会では，片頭痛患者に優しい色であるグリーンをイメージカラーとして，グ

リーンリボンの装着，建造物のグリーンライトアップなど，各地で「頭痛の日」を盛り上げるための取り組みを行

ってきました．その活動の一部や今年度のポスターについて，近日中にホームページでご紹介する予定ですの

でご覧ください．また，「頭痛の日」の公知活動にご賛同いただける先生方はぜひご協力ください． 

 

３）頭痛研究トピックス～広報委員より最新の論文をご紹介 

⚫ 反復性片頭痛患者に対する Atogepant と Ubrogepant 同時使用の安全性と忍容性  

Ailani J, et al. Safety and tolerability of ubrogepant for the acute treatmentof 

migraine in participants taking atogepant for the preventive treatment of episodic 

migraine: Results from the TANDEM study. Headache. 2024 Nov 21. doi: 

10.1111/head.14871 

掲載日：2024/12/10  

⚫ ATP1A2遺伝子の新変異 p.Gly615Gluを呈した家族性片頭痛家系 

Romozzi M, et al. Clinical characterization of a novel ATP1A2 p.Gly615Glu mutation in 

nine family members with familial hemiplegic migraine. Brain Commun. 2024 Dec 

10;7(1): fcae447. doi: 10.1093/braincomms/fcae447. 

掲載日：2025/1  

⚫ Atogepantの片頭痛予防治療における早期効果の検討 

Lipton RB, et al. Early improvements with Atogepant for the preventive treatment of 

migraine. Results from 3 randomized Phase 3 trials. Neurology 2025; 104: e210212. 

doi:10.1212/WNL.0000000000210212 

掲載日：2025/1 

 

【日本頭痛学会 広報委員会】 

ニュースレターに関するご意見，問い合わせは＜jhs-office@shunkosha.com＞までお願いいたします． 
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